
-リウム原子線散乱による表面格子振動の研究

子振動に関するデバイ温度は,低速電子回折 (LEEI))の方法で,バルクの値,2260

よりも小さい,155｡ の値が報告されている4)0

He原子線散乱の方法は,LEED とちがって,入射粒子線がバルク内-貫入しない

ため,表面第一原子層のみに関する情報が得られる｡従って表面近傍の格子力学 研究

する上で,He原子線散乱はLEEDと共に有効な方法であると考えられるo

参 考 文 献

(1) H.Saltsburgetal.,RarefiedGasDynamics,5thSymp.,223(1966).

(2) R.B.Sabbraraoetal.,J.Chem.Phys.,51,4679(1969).

(3) R.Sauetal.,SurfaceSci.,34,268(1973).

(4) E.R.Jonesetal.,Phys.Rev.,151,476(1966).
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LEEDその他の実験で金属表面の原子の振動は内部原子の振動と相当ちがっている

ことが知られている｡ 例えば有効Debye温度に換算して,表面原子のDebye温度は内

部原子の値の約 2倍にもなるo このような表面近くの原子の振動の簡単な一つの扱い方

として,selトconsistentEinsteinモデルを提案する｡各原子の独立な振動の振動数

を位置の関数として全系の自由エネルギーが極小になる条件からきめるのである｡原子

の質量をm,原子間のポテンシャルをⅤ(r)とすると

m w2(R)≡ ¢'(R)-<RF, vxx(a+u(R)-R'-u(R′))>

が Q'2(R)あるいは ¢(氏)をきめる方程式で,この右辺は変位 u(a)の平均値を通し

て¢(a)の関数である｡この非線型方程式を逐次近似で解くことで,LEED実験から

得られる種々の金属の表面Debye温度の値を定性的に説明できることが示される｡
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